
・日本海沿岸では、天然資源の減少等による漁獲量減少、魚価低迷、燃料・資材高騰により、廃業が
相次いでいる。

・甘エビ（ホッコクアカエビ）漁は規模が大きく、漁獲金額（20～30億円）も多く、影響が大きい。
・漁獲量を増大させ経営を安定化させるために、甘エビの資源状態の把握・評価と、適切な資源管理

手法の開発が急務。

３ 資源量・漁獲量シミュレーション

日本海の甘エビ資源を適切に管理し、漁獲量の維持拡大へ
日本海漁業の経営安定化を目指して！

道総研 水産研究本部 中央・稚内水産試験場

背 景

成 果

○日本海産甘エビの資源状況を把握・解析し、適切な資源管理手法とその効果を明らかにしました。
○日本海漁業振興対策における天然資源管理の取組として、漁業経営の安定化に活用されます。

経常研究

1 資源状態の把握・解析

期待される効果

●新技術（MLFA）により年
齢組成を見直した。

●2002年以降、資源量は緩
やかに減少。

●親の量と加入尾数に正の相
関が見られた。

資源管理すると、資源量と漁獲量はともに回復！
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２ 資源管理手法を開発

漁獲量の制限とエビ籠の網目（目合）
の拡大を組み合わせ、小型エビを保護
することで、親エビを増加させると、
資源増大に効果的と判明。
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地方独立行政法人 北海道立総合研究機構

問い合わせ：道総研 中央水産試験場 電話：0135-23-7451

（トン）


